
 ９月定例会における農林水産常任委員会の概要  

 

◆ １０月３日（木） 開会 午前１０時００分 

          （休憩 午前１１時０５分～午前１１時１３分） 

           閉会 午後 ０時１５分 

◆ １０月４日（金） 開会 午前１０時００分 

          （休憩 午前１１時１２分～午前１１時２０分） 

           閉会 午後 ０時０６分 

 

（１）付託議案 

議案番号 件    名 

議第117号 令和６年度山形県一般会計補正予算（第２号）中 所管分 

議第127号 漁港事業に要する費用の一部負担について 

議第128号 
基幹水利施設ストックマネジメント事業等に要する費用の一部負担

について 

議第129号 河川内水利施設適正化事業等に要する費用の一部負担について 

議第136号 山形県県民の森の指定管理者の指定について 

 

（２）報告事項 

 農林水産部長 

 ・農作物の生育概況等について 

 ・７月 25日からの大雨被害の対応状況について 

 ・令和６年度の農業の働き手確保に向けた取組状況について 

 ・令和５年度県産農産物の輸出実績について 

 ・「第４次山形県総合発展計画 実施計画（Ｒ２～Ｒ６）」の進捗状況について 

（令和５年度末時点） 

 

（３）審査内容 

  議案の詳細について、担当課長から説明を聴取した後、議案に対する質疑と

所管事項に関する質問を行った。  

 

（４）採  決 

  付託された５議案については、全員異議なく、いずれも原案のとおり可決す

べきものと決定した。 

 



（５）主に議論された項目 

◇ ７月25日からの大雨による農地・農業用施設の被害件数及び被害額につ

いて。また、復旧に当たっては、今後の降雪を踏まえ、迅速に取り組んで

いくべきと考えるがどうか。 

◇ 大雨による被害からの復旧及び営農の継続においては、本県生産者に対

する十分な資金繰りの支援が必要であり、農業制度資金において償還期間

の延長や融資枠の拡充等に取り組んでいくべきと考えるがどうか。 

◇ やまがたフルーツ150周年に向けた取組状況及び情報発信の考え方につ

いて。また、来年の150周年を契機として、果樹生産者が持続的に営農でき

る環境づくりや支援が重要と考えるがどうか。 

◇ ７月25日からの大雨により被災したカントリーエレベーターの復旧状

況について。また、本格復旧に向けた、国の補助事業に係る自己負担部分

への県の支援が必要と考えるがどうか。 

◇ 県内の製材工場数及び製材業に関わる人材の推移について。また、製材

品の出荷量及びＪＡＳ規格材も含めた製材品の販路拡大に向けた取組み

について。 

◇ 県内における子実用トウモロコシの作付状況について。また、作付に対

する支援を継続・拡充していくことなど、支援の在り方を戦略的に検討し

ていくべきと考えるがどうか。 

◇ さくらんぼ高温対策緊急支援事業に対する生産者等の要望状況につい

て。また、高温下におけるさくらんぼの安定生産に向け、当該支援を継続

していくべきと考えるがどうか。 

◇ 県内における大規模農家と小規模農家の割合について。また、本県農業

の持続的な発展を図っていくためには、大規模農家だけでなく、家族経営

などの小規模農家に対する支援も充実させていくべきと考えるがどうか。 

◇ 中山間地に適した高品質な米の品種開発に対する県の考えについて。ま

た、地球沸騰化と呼ばれる近年の猛暑の中、中山間地も含めたつや姫の栽

培適地の調査検討が必要と考えるがどうか。 

 

 

 

 

 


